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今
年
も
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
頻
発
し
て
い
る
。
今
月
上
旬
の

九
州
北
部
豪
雨
で
は
福
岡
、
大
分

で
河
川
が
氾
濫
し
、
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
の
橋
梁

が
流
出
す
る
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ

に
も
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

わ
ず
か
数
日
で
１
か
月
分
の
雨
が

降
る
こ
と
も
今
や
不
思
議
で
は
な

く
、
気
象
庁

の
記
録
的
短

時
間
大
雨
情
報
が
全
国
各
地
で
毎

日
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
頻
発
す
る
と
、
も
は
や

異
常
気
象
と
は
い
え
ず
、
日
本
の

気
候
が
変
わ
っ
て
き
た
と
実
感
す

る
。自

然
災
害
が
発
生
す
る
度
に
イ

ン
フ
ラ
の
被
害
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
。
２
０
１
５
年
の
鬼
怒

川
水
害
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
Ｒ
Ｃ
）
造
構
造
物
が
被
害
を
免

れ
た
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
東

日
本
大
震
災
で
も
Ｒ
Ｃ
構
造
物
が

巨
大
な
津
波
か
ら
多
く
の
人
命
を

救
っ
た
。

生
コ
ン
業
界
で
は
人
材
確
保
が

喫
緊
の
課
題
で
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
が
重
点
施
策
と
な
っ
て
い
る
。

セ
メ
ン
ト
、

生
コ
ン
は
自

然
災
害
か
ら
人
命
を
守
る
だ
け
で

な
く
、
被
災
直
後
の
応
急
復
旧
に

も
貢
献
し
て
い
る
。
業
界
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
訴
え
る
の
に
こ

れ
ほ
ど
効
果
的
な
材
料
は
な
い
。

経
営
者
か
ら
将
来
を
担
う
若
手
ま

で
、
皆
の
知
恵
を
結
集
し
て
生
コ

ン
業
界
の
魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し

い
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
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東
京
生
コ
ン
協
組
の
斎
藤
理
事
長

荷
量
を
３
１
０
万
逢
と
予

想
し
て
い
る
が
、
第
１
四

半
期
で
約
１０
万
逢
上
振
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
斎
藤

昇
一
理
事
長
は
「
３
２
０

万
逢
以
上
に
な
り
そ
う

だ
」と
の
見
通
し
を
示
す
。

か
と
い
っ
て
そ
の
水
準
が

高
い
と
は
い
え
ず
、「
今
の

価
格
で
は
（
収
益
は
）
厳

し
い
。
従
業
員
や
ミ
キ
サ

車
の
確
保
、
設
備
投
資
も

考
え
る
と
、
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
」
と
し
、
値
上
げ

の
満
額
浸
透
を
目
指
す
と

意
気
込
ん
で
い
た
。

東
京
地
区
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
協
同
組
合
は
３
年

半
ぶ
り
と
な
る
生
コ
ン
値

上
げ
を
決
め
た
。
諸
々
の

輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
分
な

ど
を
１２
月
に
販
売
価
格
に

転
嫁
す
る
。
緩
ん
で
い
た

需
給
も
徐
々
に
引
き
締
ま

り
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て

値
上
げ
が
通
り
や
す
い
環

境
が
整
っ
て
い
く
。

同
協
組
は
今
年
度
の
出

５
月
１１
日
付
で
全
国
生

コ
ン
両
連
合
会
の
総
務
部

長
兼
企
画
部
長
に
就
任
し

た
。
上
智
大
学
法
学
部
を

卒
業
後
、
１
９
９
１
年
に

秩
父
セ
メ
ン
ト
（
現
太
平

洋
セ
メ
ン
ト
）
に
入
社
し

た
。
在
学
中
に
宅
地
建
物

取
引
士
（
宅
建
士
）
を
取

得
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
配
属
先
は
不
動
産
事

業
部
だ
っ
た
。
そ
の
後
も

宅
建
資
格
を
活
か
せ
る
不

動
産
関
係
の
業
務
が
多

か
っ
た
。

秩
父
小
野
田
が
発
足
し

た
直
後
、
東
京
支
店
業
務

部
へ
異
動
し
た
が
、「
集
約

化
に
伴
い
、
自
社
所
有
の

生
コ
ン
工
場
を
売
却
す
る

よ
う
な
際
、
資
産
の
査
定

や
土
地
取
引
の
経
験
が
あ

る
人
と
い
う
こ
と
で
呼
ば

れ
た
」
た
め
、
不
動
産
事

業
部
時
代
と
か
な
り
近
い

業
務
内
容
だ
っ
た
と
い
う
。

セ
メ
ン
ト
の
生
産
に
関

与
し
た
の
は
、
熊
谷
工
場

の
総
務
課
長
時
代
だ
。
２

０
０
１
年
に
熊
谷
工
場
で

灰
水
洗
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

し
た
際
に
は
、
地
方
自
治

体
や
大
学
関
係
者
を
は
じ

め
、
年
間
３
０
０
件
を
超

え
る
見
学
要
請
に
応
え

た
。「
こ
の
時
が
一
番
、
セ

メ
ン
ト
会
社
ら
し
い
仕
事

だ
っ
た
と
思
う
」と
語
る
。

生
コ
ン
業
界
と
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
関

西
四
国
支
店
の
業
務
部
時

代
。
そ
の
後
本
社
の
不
動

産
事
業
部
に
戻
り
６
年
間

勤
務
し
た
の
ち
、
１３
～
１３

１５

年
の
２
年
間
は
大
阪
広
域

生
コ
ン
協
組
の
法
務
・
企

画
室
に
出
向
し
、
構
造
改

善
事
業
や
、
組
合
が
主
催

す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
主
に
社
会
貢
献
活
動
の

業
務
を
担
当
し
た
。
１５
年

か
ら
直
近
ま
で
は
太
平
洋

不
動
産
に
籍
を
置
い
て
い

た
。全

生
連
に
着
任
し
て
か

ら
２
か
月
が
経
過
し
た

が
、
全
生
連
の
印
象
に
つ

い
て
「
こ
れ
ま
で
生
コ
ン

と
の
接
点
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し

て
い
き
た
い
。
全
生
連
は

会
議
が
多
い
組
織
。総
務
、

企
画
両
部
の
部
長
と
し

て
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

６７
年
生
ま
れ
で
今
年

６７

５０

歳
。
埼
玉
県
秩
父
市
出
身

で
現
在
は
熊
谷
市
在
住
。

奥
様
と
今
年
大
学
に
入
学

し
た
ば
か
り
の
娘
さ
ん
と

３
人
暮
ら
し
。

黒
澤
靖
さ
ん

（５０）

全国生コン両連合会の総務
部長兼企画部長に就任した

の
専
用
プ
ラ
ン
ト
が
あ

り
、ミ
キ
サ
車
は
生
コ
ン

だ
け
で
な
く
、Ｓ
Ｌ
材
も

輸
送
し
て
い
る
。

骨
材
は
３
４
０
亅
×
８

基
の
コ
ル
ゲ
ー
ト
サ
イ
ロ

に
貯
蔵
し
て
い
る
。
地
元

の
瀬
戸
産
の
砂
利
・
砂
と

三
重
の
藤
原
鉱
山
の
石
灰

石
砕
石
、
砕
砂
を
使
用
し

て
い
る
。

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

（
ジ
ク
ロ

ス
）
２
８
０

０
弍

を
採

用
。「
新
ミ
キ

サ
は
旧
ミ
キ

サ
に
比
べ
回

転
速
度
が
格

段
に
上
が

り
、
消
耗
品

の
摩
耗
も
激

し
く
な
る
と

予
想
さ
れ

た
。
材
料
投
入
順
な
ど
混

練
を
考
慮
す
る
こ
と
で
消

耗
品
も
長
く
使
え
る
」（
村

澤
工
場
長
）
と
い
う
。
ま

た
プ
ラ
ン
ト
ミ
キ
サ
ゲ
ー

ト
下
部
に
鉄
網
を
設
置

し
、
生
コ
ン
の
集
合
ホ
ッ

パ
内
張
り
や
ラ
バ
ー
シ
ー

ル
へ
の
直
撃
を
緩
衝
す
る

こ
と
で
、
部
品
の
摩
耗
率

を
減
ら
し
、
交
換
の
頻
度

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

て
い
る
。

同
社
で
は
さ
ら
に
プ
ラ

ン
ト
保
全
能
力
を
高
め
る

取
り
組
み
と
し
て
、
毎
日

朝
と
昼
の
プ
ラ
ン
ト
操
業

中
に
周
囲
を
巡
回
し
て
、

異
音
、
振
動
、
粉
塵
の
発

生
状
況
な
ど
を
確
認
し
て

い
る
。
点
検
係
は
専
任
化

す
る
と
見
落
と
し
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
当

番
制
と
し
、
新
入
社
員
だ

け
で
な
く
、
ベ
テ
ラ
ン
も

同
じ
ル
ー
ト
を
回
る
。
異

常
を
発
見
し
た
際
に
は
、

そ
の
都
度
、
そ
の
原
因
を

調
べ
る
体
制
と
し
た
。

中
庸
熱
で
大
臣
認
定

プ
ラ
ン
ト
更
新
時
に
中

庸
熱
用
の
セ
メ
ン
ト
サ
イ

ロ（
１
０
０
亅
）を
増
設
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、普
通

（
２
０
０
亅
）、高
炉
Ｂ
種

（
１
０
０
亅
）、早
強（
８０

亅
）の
４
基
体
制
と
し
た
。

サ
イ
ロ
増
設
を
機
に
、

同
社
で
は
０９
年
に
取
得
し

て
い
た
高
強
度
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
大
臣
認
定
に
中

庸
熱
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た

配
合
の
追
加
を
進
め
て
い

る
。冬
期
、標
準
期
の
デ
ー

タ
は
取
得
済
み
で
、
今
夏

に
夏
期
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
年
内
に
は
申
請
す
る

予
定
。
強
度
領
域
は
従
来

と
同
じ
６０
Ｎ
／
阿
。
中
庸

熱
を
用
い
た
配
合
は
、
将

来
的
に
８０
Ｎ
／
阿
ま
で
引

き
上
げ
る
考
え
だ
。
中
庸

熱
配
合
の
追
加
で
取
得
し

た
後
は
「
高
炉
ス
ラ
グ
微

粉
末
や
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ａ
）
を
大
量
に
使
用

し
た
低
炭
素
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
配
合
も
検
討
し

た
い
」（
同
）と
し
て
い
る
。

生
コ
ン
の
輸
送
は
全
て

傭
車
会
社
の
豊
商
運
に
委

託
し
て
い
る
。同
工
場
に

常
駐
し
て
い
る
大
型
車
は

１５
台
、小
型
車
は
３
台
で
、

常
用
の
大
型
傭
車
が
４

台
。同
社
に
は
生
コ
ン
プ

ラ
ン
ト
と
隣
接
し
て
セ
ル

フ
レ
ベ
リ
ン
グ（
Ｓ
Ｌ
）材

復
旧
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
」と
い
う
。

消
耗
品
に
関
し
て
は
常

に
予
備
を
準
備
し
、
従
業

員
だ
け
で
交
換
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
更
新
時

に
は
、
プ
ラ
ン
ト
内
部
に

溶
接
電
源
、
酸
素
ガ
ス
、

ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
な
ど
を

配
置
し
、
故
障
時
に
も
自

社
で
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
プ
ラ
ン
ト
ミ
キ
サ

は
北
川
鉄
工
所
製
の
Ｚ
Ｃ

長
は「
機
械
は
い
つ
か
故

障
す
る
。生
コ
ン
工
場
は

プ
ラ
ン
ト
が
故
障
す
る

と
、外
注
業
者
に
修
理
を

頼
む
こ
と
が
多
い
が
、セ

メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
や
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
大
規
模

工
場
で
は
、自
社
内
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
専
門
の
部
署

が
あ
る
。本
来
な
ら
生
コ

ン
工
場
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
担
当
す
る
人
材
が
必
要

だ
が
、人
員
的
に
余
裕
が

な
い
。そ
こ
で
当
社
で
は

『
い
い
技
術
が
あ
っ
て
も

安
定
供
給
で
き
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
』と
考
え
、営

業
と
技
術
、品
質
管
理（
試

験
室
）が
一
体
と
な
っ
て
、

機
械
の
保
全
策
を
検
討
し

て
い
る
。故
障
が
発
生
し

て
も
、３０
～
３０

４０
分
以
内
に

系
列
の
生
コ
ン
技
術
者
養

成
所
と
し
て
、
旧
小
野
田

社
と
つ
な
が
り
の
あ
る
生

コ
ン
関
係
者
を
受
け
入
れ

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
士
・

主
任
技
士
の
取
得
を
促
し

て
き
た
。
現
在
も
従
業
員

１４
名
の
う
ち
、
６
名
が
主

任
技
士
、
３
名
が
技
士
を

保
有
し
て
い
る
。

２
０
０
０
年
に
中
京
ア

サ
ノ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
高
岡

工
場
と
の
合
併
を
機
に
現

社
名
に
変
更
し
、
高
岡
工

場
を
閉
鎖
し
た
。
昨
年
度

の
出
荷
量
は
７
万
９
千
逢

で
、
Ｓ
Ｂ
後
の
累
計
出
荷

量
は
１１
万
逢
超
だ
っ
た
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要

性
に
つ
い
て
、村
澤
工
場

「
良
い
品
質
の
生
コ
ン

を
安
定
的
に
供
給
す
る
に

は
、
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
重
要
」
と
語
る
の
は

東
名
太
平
洋
生
コ
ン
（
愛

知
県
東
郷
町
）
の
村
澤
修

取
締
役
工
場
長
。
同
社
は

昨
年
１
月
の
プ
ラ
ン
ト
更

新
時
に
機
械
の
保
全
だ
け

で
な
く
、
故
障
も
予
見
し

た
体
制
と
し
た
。

同
社
は
豊
橋
市
に
拠
点

を
置
く
建
材
商
社
、
板
倉

実
業
が
母
体
と
な
り
、
１

９
６
８
年
に
東
名
小
野
田

レ
ミ
コ
ン
と
し
て
創
業
。

当
初
か
ら
東
海
地
区
に
お

け
る
旧
小
野
田
セ
メ
ン
ト

村澤工場長

昨年1月にＳＢしたプラント

東
名
太
平
洋
生
コ
ン
・
本
社
工
場（
愛
知
県
）

点
検
・
保
全
を
強
化

ミキサゲート下部に設置した鉄網

感
が
出
て
い
た
が
、
需
給

が
引
き
締
ま
る
に
つ
れ
て

強
含
み
へ
転
じ
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け

た
検
討
も
始
ま
っ
た
。
傭

車
料
金
の
値
上
げ
な
ど
で

生
コ
ン
輸
送
コ
ス
ト
が
膨

ら
ん
で
き
て
お
り
、
さ
ら

に
骨
材
業
者
も
値
上
げ
を

打
ち
出
す
構
え
を
見
せ
て

い
る
。
今
後
、
ゼ
ネ
コ
ン

各
社
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

行
い
な
が
ら
、
コ
ス
ト
の

動
向
を
見
極
め
る
こ
と
に

な
る
が
、
来
春
が
価
格
改

定
の
一
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
り
そ
う
。

岩
間
理
事
長
は
「
輸
送

コ
ス
ト
の
上
昇
も
人
手
不

足
が
根
底
に
あ
る
。
ミ
キ

サ
車
が
あ
っ
て
も
運
転
手

が
い
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
の
割
決
は
、
現
場

に
近
い
工
場
を
優
先
し
、

ミ
キ
サ
車
の
回
転
率
を
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
指
摘

す
る
。

ス
ラ
イ
ド
表
の
改
定
も

視
野
に
入
れ
る
。
喫
緊
の

課
題
は
中
庸
熱
セ
メ
ン
ト

を
使
っ
た
Ａ
Ｅ
減
水
剤
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ス
ラ
イ
ド

の
見
直
し
。
中
庸
熱
セ
メ

ン
ト
の
価
格
が
上
が
り
、

逆
ザ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
早
け
れ
ば
年
内
に

改
定
し
た
い
意
向
だ
。

た
相
模
原
で
荷
動
き
が
活

発
化
す
る
な
ど
需
要
環
境

は
着
実
に
改
善
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
出
荷
量
は
前

年
比
４
・
３
％
増
の
７８
万

５
千
逢
で
、
４
年
ぶ
り
に

前
年
実
績
を
上
回
っ
た
。

今
年
度
は
、上
期
４０
万
逢
、

下
期
４５
万
逢
の

４５

８５
万
逢
と

２
年
連
続
の
増
加
を
見
込

む
。
エ
リ
ア
内
で
は
こ
れ

ま
で
自
動
車
道
路
工
事
を

背
景
に
平
塚
な
ど
中
南
部

に
需
要
が
集
中
し
て
い
た

が
、
こ
こ
へ
き
て
相
模
原

で
マ
ン
シ
ョ
ン
や
物
流
倉

庫
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

立
坑
、南
町
田
で
再
開
発
、

海
老
名
で
大
型
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
が
動
き
始
め
て
き

た
こ
と
で
偏
在
が
緩
和
し

て
い
る
。

７
～
９
月
の
荷
動
き
も

や
や
力
強
さ
を
欠
き
、
巻

き
返
し
は
下
期
か
ら
に
な

り
そ
う
。
５
月
末
時
点
で

５８
万
逢
だ
っ
た
契
約
残
が

足
元
で
６５
万
逢
と
１
割
増

え
た
の
は
そ
の
予
兆
。
想

定
達
成
は
確
実
視
さ
れ
て

い
る
。

湘
南
協
組
は
昨
年
１１
月

１
日
以
降
の
引
合
受
付
分

の
販
売
価
格
を
５
０
０
円

引
き
上
げ
、
１
万
２
４
０

０
円
（
１８
・
１８

１８
・

１８

１８

２０
）
と

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
足

元
の
建
設
物
価
の
表
示
価

格
は
、
平
塚
・
厚
木
で
１

万
１
９
０
０
円
、
相
模
原

で
１
万
１
７
０
０
円
。
需

給
緩
和
を
背
景
に
相
模
原

や
町
田
は
、
藤
沢
、
平
塚

な
ど
ほ
か
の
地
域
と
比
べ

て
市
況
形
成
で
も
出
遅
れ

湘
南
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合（
岩
間
豊
理
事

長
）で
は
、４
～
６
月
の
生

コ
ン
出
荷
量
が
前
年
同
期

に
比
べ
３
・
１
％
減
の
１９

万
１
千
逢
と
な
っ
た
。想

定
対
比
で
も
１
万
逢
弱
下

振
れ
、や
や
鈍
い
出
足
だ

が
、こ
れ
ま
で
低
調
だ
っ 岩間理事長

来
春
値
上
げ
を
視

来
春
値
上
げ
を
視
野野

輸
送
力
確
保

距
離
優
先
で
割
決

湘南協組

者
が
残
コ
ン
を
場
外
に
搬

出
し
て
い
る
現
状
を
改
善

し
た
い
。
ま
た
、
売
上
高

の
一
部
を
各
組
合
や
団
体

の
利
益
と
し
て
計
上
で
き

る
た
め
、
全
圧
連
の
組
織

強
化
に
も
つ
な
が
る
」
と

語
る
。
さ
ら
に
残
コ
ン
処

理
に
要
す
る
圧
送
業
者
の

省
力
化
・
生
産
性
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
社
は
今
秋
か

ら
Ｒ
２
で
改
質
し
た
骨
材

を
再
利
用
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
外

品
の
再
生
生
コ
ン
の
販
売

に
乗
り
出
す
。
出
荷
先
は

住
宅
土
間
の
捨
て
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
想
定
し
て
お

り
、
数
量
は
１
社
当
た
り

２
逢
ま
で
で
、
１
日
の
出

荷
量
は
１０
逢
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。
単
価
は
１
逢

当
た
り
１
万
円
（
プ
ラ
ス

運
賃
）。「
新
幹
線
工
事
の

本
格
化
で
入
手
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
少
量
の
生
コ

ン
を
供
給
し
て
、
地
域
に

貢
献
し
た
い
」（
中
村
社

長
）。同

社
は
近
隣
の
生
コ
ン

工
場
跡
地
を
購
入
し
、
移

動
式
ミ
キ
サ
を
用
い
た
簡

易
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
し

た
。

に
改
質
す
る
も
の
。
中
村

社
長
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

「
従
来
、
圧
送
作
業
後
の

残
コ
ン
処
理
に
は
２
０
０

～
３
０
０
弍
の
水
を
要
し

て
い
た
が
、
Ｒ
２
を
用
い

れ
ば
５０
弍
程
度
で
済
む
。

高
ア
ル
カ
リ
の
排
水
が
減

り
、
残
コ
ン
を
現
場
で
処

理
で
き
る
。
ま
た
、
六
価

ク
ロ
ム
の
問
題
も
解
決
す

る
」
と
い
う
。

Ｒ
２
は
全
国
コ
ン
ク

リ
ー
ト
圧
送
事
業
団
体
連

合
会
が
傘
下
の
組
合
や
団

体
に
販
売
す
る
予
定
。
全

圧
連
で
販
売
す
る
狙
い
に

つ
い
て
、中
村
社
長
は「
ゼ

ネ
コ
ン
へ
、
産
業
廃
棄
物

に
対
す
る
要
望
を
行
え
る

よ
う
に
な
る
。
収
集
運
搬

許
可
を
持
た
な
い
圧
送
業

発
し
た
。

Ｒ
２
は
圧
送
作
業
終
了

後
に
ポ
ン
プ
ホ
ッ
パ
ー
内

に
添
加
す
る
だ
け
で
残
っ

た
生
コ
ン
を
砂
利
・
砂
状

固
ま
ら
せ
て
排
出
す
る

「
Ｒ
２
」を
中
央
建
設（
三

重
県
四
日
市
市
、
長
谷
川

恭
裕
社
長
）
と
共
同
で
開

川
端
工
業
（
福
井
市
、

中
村
光
宏
社
長
）
が
圧
送

業
務
に
関
連
す
る
商
材
の

開
発
、
販
売
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
先
行
モ
ル
タ
ル

に
代
わ
る
商
材
「
モ
レ
ス

テ
」
に
続
い
て
、
こ
の
ほ

ど
ポ
ン
プ
内
の
残
コ
ン
を

残
コ
ン
排
出
材
を
開
発

全
圧
連
通
じ
全
国
販
売

川端工業

移動式ミキサ車で製造する
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